
武蔵野赤十字病院が 
日本初の最優秀賞に選出

　2025 年 11 月 4 日，東京都豊島区にて「UNI-

VANTS of Healthcare Excellence Award 2025」の

国内授賞式が開催された（写真）．本賞は，多職種連

携によって患者 QOL＊1に顕著な価値をもたらした

医療チームを称える国際的な賞である．

　2025 年度は，武蔵野赤十字病院（東京都武蔵野

市），ヌエストラ・セニョーラ・デ・カンデラリア大

学病院（スペイン），クレルモンフェラン大学病院

（フランス）の 3 施設が最優秀賞を受賞した．日本の

医療機関が最優秀賞に選出されたのは，2018 年の本

賞創設以来初となる．

4 つのステークホルダーへの価値提供を 
定量的に評価する「UNIVANTS」

　UNIVANTS of Healthcare Excellence Award

（以下，UNIVANTS）は，医療機関の多職種連携に

よる取り組みや成果を評価するプログラムで，アメ

リカ発祥のグローバルヘルスケア企業であるアボッ

ト社が，国際臨床化学連合（IFCC）や米国臨床化学

会（ADLM）をはじめとした世界的なヘルスケア団

体とのパートナーシップのもとで運営している＊2．

　本賞の特徴は，取り組みの新規性だけでなく，医

療機関における「多職種連携」と「臨床検査データ

の活用」が，いかに関係者（ステークホルダー）に

具体的な価値を提供したかについて，厳格な定量評

価を求めている点にある．具体的には，①　患者，

②　臨床医，③　医療制度/病院経営，④　医療費支払

者，という 4 つのステークホルダーそれぞれに対す
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る「主要業績評価指標（KPI）」を示すことが必要と

なる．

　単なる改善活動にとどまらず，「医療の質」と「経

営価値」双方において，データを起点とし，職種や

部門の壁をこえて成果を最大化したチームを称える

賞といえる．

世界と日本における 
HCV 診断・治療の課題

　今回，武蔵野赤十字病院は「HCV撲滅に向けた

道のり：HCV陽性患者の特定，診断，治療を改善

するための多職種チームの取り組み」が評価され，

最優秀賞を受賞した．

　世界保健機関（WHO）は，2030 年に向けたウイ

ルス性肝炎の排除目標として，2015 年比で新規感染

者数 90％減および死亡率 65％減を掲げている＊3．

　C型肝炎ウイルス（HCV）に対する治療について

は，現在ではインターフェロンを用いない経口薬な

ど，身体的負担が少ない有効な治療法が確立されて

いるものの，上述のような背景から「HCVのスク

リーニングで陽性となった患者を拾い上げ，いかに

して適切な治療へつなげるか」という点が課題と

なっている．

武蔵野赤十字病院での 
HCV 撲滅に向けた道のりと成果

　東京都の肝疾患診療連携拠点病院である武蔵野赤

十字病院では，肝炎の排除を積極的に推進する取り

組みとして，10 年以上にわたり，術前にHCV陽性

と判定されたすべての患者に対して消化器内科の診

察を推奨してきた．

　2015 年にはこの取り組みを基盤として，患者が

HCV陽性と判定された際に臨床医に通知するア

ラートシステムを導入し，それまで手作業でHCV

陽性患者を抽出していた医師の負担軽減と見落とし

防止に寄与した．さらに，2021 年にはこれらに加

え，臨床検査データを用いてHCV陽性患者を特定

し，患者の治療に結びつける新たなフォローアップ

プロセスを導入．医師，看護師，検査部門，診療情

報管理課など，職種や部門の垣根をこえたこれらの

取り組みは，2023 年に院内の公式プロジェクトと

なった．

　取り組みの実績として，同院におけるHCV陽性

患者の未受診率は，2020～2024 年で 33.7％減少

（2020 年：34.8％，2024 年：1.1％）し，未治療の

HCV陽性患者の未紹介率は，2022～2024年で8.3％

減少（2022 年：10.2％，2024 年：1.9％）した．

　また，HCVへの理解が深まるにつれて他部門の

臨床医の行動にも変化がもたらされ，同院のHCV

スクリーニングにおける推奨事項（病歴確認，関連

するHCV抗体検査の実施，必要に応じた紹介など）

の遵守率は，2022～2023 年で 6.2％向上した（2022

年：17.5％，2023 年：23.7％）．

　医療費からみた効果としては，同院の試算による

と 2023 年は 6例の肝がんの発症が未然に抑制され

たと推測され，これは年間約 4,640 万円の医療費削

減に相当すると見積もられた．

＊1�Quality�of�Life（生活の質）
＊2�UNIVANTS�of�Healthcare�Excellence�Web サイト．
https://www.univantshce.com/int/ja/home.html（2026 年
2月 9日アクセス）

＊3�WHO：Global�health�sector�strategies�on,� respectively,�
HIV,�viral�hepatitis�and�sexually�transmitted�infections�for�
the�period�2022－2030.�2022.
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